
岡山理科大学・生物地球学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３５３０２

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

日本の淡水カメ相の遷移に関する研究 岡山平野を例にして

A study of transition in turtle species composition in Japan: A case of Okayama 
Prefecture

５０４２２３６６研究者番号：

亀崎　直樹（KAMEZAKI, NAOKI）

研究期間：

１５Ｋ０７２３３

平成 年 月 日現在３０   ６ １５

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：岡山平野において淡水カメ相の遷移について研究を行った。文献・芸術資料や遺跡か
ら出土する骨の分析によって、少なくとも中世から1900年頃まではニホンイシガメが優占していたが、1990年に
なるとクサガメが置き換わったことが明らかとなった。今回の225ヶ所の捕獲調査で、クサガメ：1267個体（70.
5％）、アカミミガメ：484個体（26.9％）、イシガメ：35個体（1.9％）等が捕獲され、環境DNAの調査結果も含
め現在でもクサガメが優占し、イシガメは急激に減少し絶滅寸前である。また、河川を中心にアカミミガメの個
体数も増加しており、その分布の状態から、海から川を介して侵入しているものと考えられた。

研究成果の概要（英文）：A study was conducted to clarify the transition of the freshwater turtle 
phase in the Okayama plain. Analysis of the bones excavated from the ruins in addition to the 
literature and art materials, at least from the Middle Ages to the year 1900 was dominated by the 
Mauremys japonica, but it became clear that in 1990 the Mauremys reevesii was replaced. In this 
catch survey, 1267 M. reevesii(70.5%), 484 Trachemys scripta elegans (26.9%), 35 M. japonica (1.9%) 
etc were caught. Including the results of environmental DNA survey, the M. japonica fell sharply and
 proved to be on the verge of extinction. In addition, the number of T. s. elegans populations has 
been increasing mainly in rivers, and from the distribution characteristics it is considered that 
the T. s. elegans has invaded through the river from the sea.

研究分野：生態学
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１． 研究開始当初の背景 
 九州、四国、本州の淡水域には在来種であ
るニホンイシガメ（以下、イシガメ）、クサ
ガメ、ミシシッピアカミミガメ（以下、アカ
ミミガメ）、ニホンスッポン、ミナミイシガ
メなどが生息しており、その中でも、近年、
北米から導入されたアカミミガメが急激に
増加しており、その生態系への影響が懸念さ
れているところである。さらに、最近になっ
てクサガメも江戸時代に朝鮮半島より導入
された外来種であることが明らかになり、日
本の淡水ガメ相は江戸時代以降急激に変化
していることが明らかになった。 
一方、岡山県は吉井川に代表されるように、
他の地域では絶滅してしまった希少魚類が
生息する河川が豊富に存在すると言われて
いる。しかし、カメに関する調査は皆無であ
り、アカミミガメの生態系の破壊によってこ
れら稀少種を含む生物多様性が破壊されて
しまう可能性がある。この貴重な淡水生態系
の保全を考えたときに、これら水域のカメ相
の現状を抑えておく必要がある。 
 
２． 研究の目的 
 本研究の目的は、岡山県におけるカメ類の
分布、密度を明らかにし、岡山県におけるカ
メ相の遷移の段階を知ることにある。カメと
いう動物の遷移を明らかにすることは、今後
の外来種の考え方、さらにそれを防除する技
術の開発の一助となることが期待される。ま
た、アユモドキやスイゲンゼニタナゴなど希
少な淡水魚を含む群集を保全するための情
報を得ることである。 
 
３．研究の方法 
(1) 岡山県の河川 76 ヶ所、池 149 ヶ所で、
専用の罠を使ってカメ類を捕獲する。外部形
態から種の同定、性の判別を行い、岡山県全
域におけるカメ相を明らかにするとともに、
種別の分布を明らかにする。 
(2) 捕獲されたイシガメについては、絶滅
が危惧されている種でもあり、ハプロタイプ
を明らかにして、個体群の減少について集団
遺伝学的な考察も行う。また、アカミミガメ
についても同様な解析を行う。 
(3) 生息種をより高い精度で解明するため
に、川や池の水を採取し、そこから環境 DNA
を抽出し、生息するカメ種を判別する技術を
開発する。 
(4) かつての岡山平野に一般的に生息して
いたカメの種を明らかにするため、岡山県や
その周辺地域の遺跡から出土したカメ類の
骨を観察し、種を同定する。 
 
４．研究成果 
(1) 岡山県のほぼ全域に渡って、ため池 149
ヶ所、河川 76 ヶ所の合計 225 ヶ所で、2014
年 5 月から 2017 年 7 月の間に、かご網を用
いてカメを捕獲した。その結果、県の南部を
中心に、クサガメ：1267 個体（70.5％）、ア

カミミガメ：484 個体（26.9％）、イシガメ：
35 個体（1.9％）、ニホンスッポン 10 個体
（0.6％）の合計 1796 個体が捕獲された。捕
獲場所や密度（１網あたりの捕獲数）から以
下の傾向を見出した。まず、在来種のイシガ
メは池より川の方が相対的に多く生息して
いるが、クサガメやアカミミガメに比べると
極めて少ない。特に、岡山県の西部ではほと
んど見られず、東部の河川を中心にわずかに
生息地が残されているにすぎない。江戸時代
に朝鮮半島より導入されたとされるクサガ
メは、数百年の間に徐々に増加し、1990 年頃
にはイシガメよりも多くなったとされてい
る（佐藤、1993）。それ以降は爆発的に岡山
全域に広がり、現在では優占種となるととも
にイシガメを減少させていると考えられる。
特に池には密度が高い場所が多く、それらの
池ではイシガメを排除し、完全に置き換わっ
たと考えられる。アカミミガメは川の方が池
より密度が高く、川から内陸に分布を広げて
いることが伺われた。人口が集中する旭川よ
りも高梁川と吉井川で密度が高いことを考
慮すると、人によってそれぞれの川に放逐さ
れたものではなく海を介して侵入したとも
考えられる。ただし、津山付近の分布につい
ては人によって放逐された可能性が高い。こ
のように、岡山県では古くから生息していた
イシガメがクサガメによって追いやられ、さ
らにそこにアカミミガメが侵入して、現在の
分布を形成している。岡山県の淡水域には比
較的健全な淡水魚相が残されており、今後、
カメ相の変化によって受ける影響が危惧さ
れる。   
(2) 2016 年度中に採取した岡山県内のため
池サンプルの環境 DNA 解析を実施し、採捕調
査の結果と比較した。採捕調査を実施したの
は 40 の池、環境 DNA 調査は 100 の池で実施
した。その結果、アカミミガメは捕獲された
地点は 19 池、環境 DNA で存在が推定された
地点は 20 池であった。クサガメは捕獲され
た地点は 8池、環境 DNA で存在が推定された
地点は 32 池であった。また、イシガメは捕
獲された地点は 1池、環境 DNA で存在が推定
された地点は 0 池であった。この結果から、
カメ類の環境DNA調査は必ずしも採捕調査よ
り感度が高いとは言えないことが明らかに
なった。これは、魚類や両生類で報告されて
いる環境DNAの感度の高さとは対照的であり、
爬虫類の生態や形態の特性と関連があるか
もしれない。今後より詳細な研究が必要であ
る。 
 また、愛知県の逢妻男川および逢妻女川に
おいて、アカミミガメの防除作業に伴うアカ
ミミガメ環境DNAの量的変化に関する調査を
行った。逢妻男川では、ミシシッピアカミミ
ガメの防除前よりも防除後の方が、環境 DNA
量が少なくなっている傾向が見られた。一方
で逢妻女川では防除前と防除後で環境DNA量
の有意な変化は確認されなかった。その原因
として、エリア付近で田植えが行われていて



水が濁っていたことなどが考えられる。防除
効果の確認のための環境DNAの利用に関して、
一定の成果が出たものの、さらなる研究が必
要である。 
(3) 岡山県内ならびに兵庫県南西部の河川
やため池で捕獲されたイシガメのサンプル
について，ミトコンドリア遺伝子のチトクロ
ム b 遺伝子や D-loop 領域の塩基配列を決定
した．先行研究では，ニホンイシガメの種内
に遺伝的に異なる２系統が存在し，それらの
地理的分布は広島県と島根県を境に東西に
分断されていた(Suzuki & Hikida, 2011)．
しかし，その研究では岡山県内のサンプルが
含まれていなかった．今回の解析により，岡
山県内で両系統とも確認された．これにより，
イシガメ２系統の分布が接した地域は，より
広いエリアに広がっていることが示唆され
た（現在，報文を投稿中）．しかし，ニホン
イシガメの得られた地点や個体数が非常に
限られていた．今後は，岡山県内だけでなく，
山陰側の鳥取県などの地域から，より密なサ
ンプリングと解析が求められる． 
 さらに，岡山県を中心に得られたアカミミ
ガメの塩基配列についても解析を行った．集
団解析を行うに十分なサンプル数，ならびに
精度の高い配列を得ることが困難であった
が，国内に定着したミシシッピアカミミガメ
集団は単一の配列を持つわけではないこと
が示唆された．本種の防除を進めるに際し，
今後もより精度の高い詳細な研究が必要で
ある． 
(4) 考古遺跡は過去の人類の営みを示す遺
物のほか、しばしば人類だけでなくそのほか
の生物の遺骸を産する。生物の遺骸は、当時
の生物相を明らかにするうえで唯一無二の
直接資料であるが、人類を除く生物の同定結
果は適切な比較を欠いていることが多いた
めか、誤同定が散見される。このため、これ
らのデータの取り扱いにおいては可能であ
れば検証を行うことが望ましい。このことを
念頭に、本研究課題ではまず、岡山平野にお
ける過去の淡水生カメ類相に関する知見を
充実させることを目的として、遺跡産骨格残
骸の出土記録について文献調査を行い、その
うえでイシガメ科の記録およびこれに帰属
する可能性のある標本について照会し、でき
る限り直接観察し再同定・分類を試みた。そ
の結果、岡山平野からは６か所の遺跡より淡
水生カメ類の記録が報告されていたことが
確認できたが、これらの多くはスッポン科の
ものであり、イシガメ科に関するものは“イ
シガメ”（ニホンイシガメ）との同定報告の
ある 1地点（足守川加茂遺跡）からの記録の
みであった。この記録は写真や図等を伴って
いなかったため、資料収蔵機関に照会を試み
たが、残念なことにあるべき標本の収蔵が確
認できなかった。そこで、調査範囲を岡山県
内だけでなく西日本域一帯に広げ、未報告の
遺跡産標本とあわせて検討を行った。その結
果、ニホンイシガメは倉敷市の涼松貝塚（2

点）と高梁市権現山岩陰遺跡（87 点）より確
認されたほか、クサガメの骨格残骸も 1点の
みではあるが権現山岩陰遺跡より検出され
た。これらの遺跡は一般に縄文時代のものと
されているが、前者の標本については出土層
準が不明であり、また後者のものについては
近現代の擾乱層に由来するという指摘がな
されていた。そこで、カメ骨格残骸の年代を
明らかにすることを目的として、14C-AMS 年
代測定を実施したところ、涼松貝塚の標本
（関連標本 1点）は 4,660±30yBP（縄文時代
中期）を示した一方、権現山岩陰遺跡の標本
（ニホンイシガメ；2点）は 400±20yBP およ
び 330±20yBP（近世）を示した。これらに加
えて、１点のクサガメの骨格残骸が福山市の
草戸千軒町遺跡（中世後期）から新たに発見
されたほか、小倉城桜町口門跡遺跡（近世）
より本種と報告されていたものについても、
その同定結果が妥当であることが確認され
た。さらに、広島県東部に位置する帝釈観音
堂遺跡（縄文時代早期～前期）から出土した
未報告のカメ骨格残骸についても検討を行
ったところ、ニホンイシガメに加えクサガメ
と考えられる標本が 1点のみ確認された。こ
れらの結果は、岡山平野の遺跡からはクサガ
メの記録はないものの、本種の中国地方への
移入はこれまで想定されていた江戸時代後
期よりも古く、中世後期までさかのぼること
を示した。また帝釈観音堂産のクサガメと考
えられる標本は、種レベルの同定においてさ
らなる比較と検討が必要であるが、本種の日
本への移入が先史時代までさかのぼる可能
性を示唆した。今回の研究の結果は、ニホン
イシガメはこれまでに想定されていた以上
に長い期間、クサガメとの種間交雑による遺
伝的攪乱にさらされてきたことを示唆して
いる。 
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